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難民映画祭パートナーズ上映会 in 早実

上映作品：『戦火のランナー』

開催日：2025年1月25日（土） 13時～16時

会場：早稲田大学系属早稲田実業学校 小室哲哉記念ホール

主催：早稲田大学系属早稲田実業学校 難民支援セミナー

協力：早稲田大学系属早稲田実業学校

国分寺マルイ セレオ国分寺 ミーツ国分寺

早稲田実業学校早実セミナー（高2総合）「難民支援セミナー」は、1

月25日（土）に本校小室哲哉記念ホールにて『戦火のランナー』の上映

会を行いました。企画・運営にあたったのは、高等部2年の19名の生徒た

ちです。当日は、上映前に生徒から「難民とは」「スーダン内戦につい

て」を解説し、上映後にゲストとして天沼耕平氏（国連UNHCR協会）を

お招きして、「難民選手団について」「早稲田大学と東京五輪の関係」

「シリア情勢について」をテーマに生徒とのトークセッションを行いまし

た。来場者からは「意識を保ち続けるためにはどうしたらよいか」「生徒

は活動を通じてどのような学びや気づきがあったか」などの質問を受けま

した。閉会後は、ホール出入口にて募金活動、また生徒がデザインしたオ

リジナル支援グッズの販売を行いました。

上映会には保護者・家族36名、生徒23名、学外の方9名、教職員3名の

合わせて71名の来場があり、主催生徒からは「難民の方に勇気と夢を与

える募金になれたらよい」「平和であると思っていても一瞬にして今まで

の日常が失われてしまうこと、誰にでもそれらは起こるということを知っ

てもらいたい」などといった声が聞かれました。
国連UNHCR協会天沼耕平氏をお招きしての
トークセッション

受付のようす

多くの方にご来場いただきました

上映会後の募金活動とオリジナル
支援グッズ販売のようす
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青山学院大学では、1月25日（土）に同大学青山キャンパスにて『孤立か

らつながりへ～ローズマリーの流儀～』の上映会を行いました。この映画

は2024年のUNHCR難民映画祭で本邦初上映され、字幕は、青山学院大学

総合文化政策学部の授業科目「映像翻訳を通じて世界と関わる」（担当：

宮澤淳一・同学部教授）の2024年度履修生5名が作成しました（指導協

力：日本映像翻訳アカデミー）。会場では６ページにわたる作品解説のオ

リジナル・パンフレットが配付され、上映前に履修生により、オーストラ

リアの難民受け入れや多文化主義など、映画の背景について紹介されまし

た。上映後は、同学部教授の飯笹佐代子よりシドニーにおける難民支援の

事例についてのトーク、続いて参加者との質疑応答が行われました。学内

外からの20名を超える来場者とともに、映画の感想はじめ、この映画か

ら学べることや、難民をめぐる課題などについて実りある意見交換を行う

ことができました。

2025  映画上映＆トーク

難民支援と草の根の多文化主義を考える

上映作品：『孤立からつながりへ～ローズマリーの流儀～』（オーストラリア制作）

開催日：2025年1月25日（土）14:00時～16時30分

会場：青山学院大学青山キャンパス

主催：青山学院大学総合文化政策学部

協力：日本映像翻訳アカデミー
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上映終了後、参加者からの質問に
答える字幕を作成した学生たち

上映前の映画紹介



広島市立大学国際学部では、2月2日（日）に「難民問題と女性の平和」

と題した公開講座を広島市中区・合人社ウェンディひと・まちプラザ・

マルチメディアスタジオにおいて開催しました。この講座の一環として、

国連UNHCR協会・難民映画祭・学校パートナーズ上映会『ソニータ』の

上映会を実施しました。広島市立大学における学校パートナーズ上映会

の開催は，今回で7回目になりますが、例年よりも多い約90名の参加者に

お集まりいただき、盛況のうちに上映会を終えることができました。当

日の講座では、冒頭、本学の長史隆講師により、本映画の主人公である

ソニータや舞台となったアフガニスタンの現状などを中心に解説を行っ

ていただきました。そのあと、『ソニータ』の鑑賞会を実施し、オー

ディエンスの方々とのあいだで質疑応答を行いました。映画の内容にた

いして、参加者からの反響は大きく、女性への抑圧について政治的・社

会的背景を含めた質問や、この問題について日本でできることなど、か

なり踏み込んだ内容の質問・コメントが多く寄せられ、非常に意義のあ

る上映会となりました。

広島市立大学国際学部・公開講座
難民映画祭パートナーズ上映会 難民問題と女性の平和

上映作品：『ソニータ』

開催日：2025年2月2日（日）13時～16時

会場：合人社ウェンディひと・まちプラザ 北棟６階 マルチメディアスタジオ

主催：広島市立大学国際学部
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東海大学国際学部では、2月15日（土）、横浜のみなとみらい地区で

開催された「SDGs多文化CITYフォーラム」の会場で、映画『ピース・

バイ・チョコレート』の上映会を行いました。 企画・運営にあたった

のは、国際学科の科目「Global Action Advanced-A」を履修した１～３

年生、12名の学生たちです。

映画の冒頭、空港でシリアから来た青年をカナダ人の家族が出迎える

シーンがありますが、カナダでは、民間団体や５人以上の個人のグルー

プが“身元引受人”となって難民を受け入れる「民間スポンサープログラ

ム」という仕組みがあります。そんなカナダの難民・移民受け入れ事情

も垣間見える映画でした。

上映会には33名が参加し、上映後のアンケートでは「実話が元になっ

ていて、リアルを知ることができてよかった（30代）」「難民問題は、

人の命を奪うだけでなく、家族の関係に亀裂が生じたり、精神を不安定

にさせたり、単純な話ではないと知った（20代）」などの感想がありま

した。

映画『ピース・バイ・チョコレート』上映会

上映作品：『ピース・バイ・チョコレート』

開催日：2025年2月15日（土）13時～14時50分

会場：横浜みなと博物館 訓練センター 会議室１

主催：東海大学国際学部

※「SDGs多文化CITYフォーラム」のプログラムの一つとして実施
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運営スタッフ

来場者の誘導 上映中の様子



明星中学校・高等学校は、2025年3月19日（水）に明星中学校・高等学校視聴覚

ホールにて『学校をつくる、難民の挑戦』の上映会を行いました。参加者は、明

星高等学校本科の1・2年生の希望者、保護者です。当日はゲストとして川又めぐ

み先生・加藤孝徳先生（両先生は明星大学人文学部 教授）、本高卒業生（明星大

学学生）をお招きして、上演前に大学で実施されている「映像翻訳フィールド

ワーク」について、上映後「映画の解説」と題したトークをお願いし、本映画で

描かれている難民の背景について解説をしていただきました。また、参加者は質

疑応答を通して難民問題について共感を深めることができました。上映会には学

生約40名、一般の方として保護者の方10名程度の計50名の来場があり、参加者か

らは「とても考えさせられた」「もっと知りたい」といった声が聞かれました。

（右アンケート結果参照）

難民映画祭映画上映会『学校をつくる、難民の挑戦』

上映作品：『学校をつくる、難民の挑戦』

開催日：2025年3月15日（土） 12時～15時

会場：明星中学校・高等学校 視聴覚ホール

主催：明星中学校・高等学校

協力： 明星大学 人文学部
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難民に対して「怖い」と思っている大学生の話が出てきたとき、
確かに難民についてよく知らないと怖いと思ってしまうよなと
少し共感した。自分も今まで難民について知ろうとしたことが
ほとんどなかったので、難民についての知識が乏しかった。な
ので今回の映画鑑賞を通して、少しでも難民について理解が深
められたと感じ、とても貴重な体験ができたと思う。

難民の人たちがどのような生活や経験をしてきたのかを知るこ
とができた。また、難民は難民と認定されないと難民と認めら
れないことなどを初めて知り、難民の人たちの大変さなども知
ることができた

今の日本、今の自分たちの生活が当たり前ではないことを改め
て認識し、今の生活ができていることに感謝をしながら日々を
生きていきたいなと思いました。

映画を見て難民の人の大変さを知りました。難民の人は学習で
きなかったり勉強の環境が整っていないなど自分の環境が当た
り前ではないことを知りました。
とても勉強になりました。世界には様々な国があるのだと知り
ました。映画の中で住むことも生活なども敵から恐れて暮らし
ていて私は部活とか勉強とかが思う用にできることや悩み事な
どはとても小さなことでとても幸せなことなのだと感じました。

学校に普通に来られている環境に感謝しないといけないと思っ
た。

世界の難民は単純に住む場所がなかったり申請ができていない
という状況にあるだけだと思っていた。しかし、申請を待って
いる時点で庇護難民？という者にあたるのだと分かった。少し
難しい内容だったけれど難民に関して、英語字幕翻訳について
考えるきっかけになれたと感じた。

難民への誤解はまだ根付いていることに初めて気がついた。新
聞で読んだりテレビ番組で見る難民の問題は、盗難や殺傷など
の物騒なものが多いと思っていたが、それだけではなくその他
の多くの難民は映画で見たように朗らかで前を向ける人が多い
のだとわかり、世の中には本当に偏見が多いのだと改めて感じ
た。

自分が全く知らない所の話を聞いて、見て、関わりはないけど
今後関われることがあれば
貴重な経験になるなと思った。

この映画を観て、難民の人々が置かれている厳しい現実と、それ
でも未来を切り開こうとする強い意志に深く感動しました。私は、
難民というと「助けを待つ存在」というイメージを持っていまし
たが、この映画では彼ら自身が「自分たちの力で変えていこう」
と行動を起こしている姿が描かれていて、その考えが大きく変わ
りました。特に印象的だったのは、難民キャンプで教育を受ける
機会がなかったにもかかわらず、彼らが「学校をつくる」という
選択をしたことです。普通なら諦めてしまいそうな状況でも、
「学びたい」という強い思いが人々を動かし、実際に学校を作り
上げていく姿に驚きました。学ぶ環境があることが当たり前の自
分たちとは違い、彼らにとって教育は「夢」や「希望」そのもの
であり、それを手に入れるために努力している姿に胸を打たれま
した。

難民の集団行動は認めないと言っていたが、彼らの行動が庇護希
望者の集団行動を認めさせたとともに教育を受けられない庇護希
望者の子供達の学びの場を作ったというのはとてもすごいなと感
じた。

難民という厳しい状況の中でも、SNSを通したり、学校で活動し
たりしてとてもすごいと思った。1時間くらいあった動画を全て翻
訳するのは難しい言葉含め、大変だと思いました

難民やUNHCRなどについては名前も聞いたこともないし全然詳し
くなかったが、今回の映画を通じて色々なことを学べたし、新た
な考えを得ることができた

とてもわかりやすかったし、見やすかった、そこに住んでいる人
たちの悲惨さとそこで前向きに生きようとする姿勢を感じた

難民の人たちの大変さとどういう人なのかというのが理解できた。
そして難民は認定されないといけないというのを初めて知った。

想像していたより、難民の方の生活が大変だと感じた。
『難民』は申請をしないと認められないことを知った。

◆今後このような上映会があったら参加したいと思いますか？

◆上映後の生徒感想抜粋



神戸女学院大学国際学部は、2025年6月17日に『グレート・グリーン・

ウォール』の上映会を実施しました。African Studies、International 

Relations, Gender and Cultural Studiesなどの授業の履修生を含む学生

95名、そして教員5名、一般の方３名の計102名が来場。上映前に、元

UNHCR職員で、同大学の米川正子教授が本映画の解説を簡単にしまし

た。

学生からさまざまな感想や学びがありました。「住民の避難によって、

彼らが長年、大切にしてきた文化、伝統や音楽にも影響を及ぼす。世界

どこであろうと、生きる権利があるにもかかわらず」「先進国がアフリ

カの資源を搾取してきたため、それが間接的に気候変動に影響し、難民

と移民を生み出した」「故郷に帰還したいのに、それができないつら

さ」「音楽を通して問題意識を変える重要性」など。今後、世界各地で

の「地球沸騰化」によってますます住民の強制移動が増加することが予

想されるため、その意味で本映画はよい警告になったと思われます。

上映作品：難民映画祭パートナーズ “The Great Green Wall” 

(『グレート・グリーン・ウォール』)

会場：神戸女学院大学

主催：神戸女学院大学国際学部

開催日：2025年6月17日（火）11時、13時、15時

共催：日本アフリカ学会関西支部

左下：会場内、
右下：参加した教員と学生らと
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順天堂大学国際教養学部は、6月11日（火）に、公開講座として上映会

を開催しました。企画・運営は、 FILA運営委員会を中心とする学生メン

バーたちと、異文化コミュニケーション領域及びグローバル社会領域の教

員5名が担当しました。

当日は湯浅資之副学部長の挨拶と、岡部大祐教員及びゼミ生による

「『異』とであう経験：異文化接触の観点からの難民問題」と題したミニ

トークの後、上映会を開催しました。本学学生・教職員、一般の方、合わ

せて311名にご参加頂きました。上映会の後、一般来場者には学生企画の

ミニ・ワーク「わたしと難民：”自分ごと” で考えてみる時間」にご参加頂

きました。参加者からは「難民のことを知る機会を頂き、ありがとうござ

いました」等のご感想を頂きました。

二日後の授業で、映画の内容に関するディスカッションを行い、学生企

画の「難民を知るためのクイズラリー」も実施しました。また次週には、

言語学の観点から映画を振り返る授業も行いました。受講生からは「難民

に関する視野の限界から解放され、また一歩リベラルアーツ市民に近づく

ことができた」などの感想が聞かれました。

国際教養学部公開講座「難民映画祭パートナーズ上映会」

上映作品：『学校をつくる、難民の挑戦』

開催日：2025年6月17日（火） 13時～14:50

会場：順天堂大学 お茶の水キャンパス第三教育棟

主催：順天堂大学 国際教養学部（FILA）

開催の様子がわかる写真
会場内、受付、運営メンバーなど。
キャプションもつけてください。
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岡部教員によるミニトーク

上映後のミニワーク 上映後の募金活動

異文化コミュニケーション論での振り返りグローバル社会論での振り返り



法政大学では、6月18日（水）に市ヶ谷キャンパスにて『学校をつくる、難民の

挑戦（原題：The Staging Post）』の上映会を行いました。上映後には認定

NPO法人難民支援協会スタッフであり本学国際文化学部卒業生である山田 光樹

氏をゲストにお招きし、トークイベントを実施いたしました。世界と日本にお

ける難民受け入れの現状を講演いただき、特に日本における難民申請の難しさ

や難民申請中に不安七生活環境に置かれることなど詳細にお話いただきました。

山田氏は講演の中で「難民問題は難民の問題ではなく、難民を受け入れる側の

問題」という言葉を引用し、日本社会の一員として日本で難民申請する難民の

問題を考えて欲しいとお話されていました。講演後には質疑応答が行われ、

「難民認定率が低い日本を目指す理由」や「難民問題について、学生の自分が

できることは何か」など多くの質問が寄せられました。

イベントの最後には、山田氏より後輩学生に対し、学生時代には色々な授業を

受け、色々な人と会い、色々な場所に行き、その経験が将来のキャリアに繋が

るという言葉をいただきました。講演後には質疑応答が行われ、「難民認定率

が低い日本を目指す理由」や「難民問題について、学生の自分ができることは

何か」など多くの質問が寄せられました。イベントの最後には、山田氏より後

輩学生に対し、学生時代には色々な授業を受け、色々な人と会い、色々な場所

に行き、その経験が将来のキャリアに繋がるという言葉をいただきました。

世界難民の日 映画上映イベント

上映作品：『学校をつくる、難民の挑戦』

開催日：2025年6月18日（水） 17時～19時

会場：法政大学市ヶ谷キャンパス

主催：法政大学グローバル教育センター
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6月18日（水）、富山大学五福キャンパス・金森産業ホールにて「難民映

画祭パートナーズ上映会 in 富山大学」を初開催し、約40名が参加しました。

本上映会は、ネーミングライツ事業（命名権料）を活用した事業として、地

域連携推進機構 地域連携戦略室を中心に企画・運営したもので、学生同士の

交流や、教職員・地域コミュニティとの出会いの場を意識的に創出し、国

境・年齢・立場を越えた交流を促進することを目的としています。

当日は、ウクライナ市民が紛争から逃れようとする避難の旅路を追ったド

キュメンタリー作品『永遠の故郷ウクライナを逃れて（原題：In the 

Rearview）』を上映し、参加者は故郷を追われた人々の現状に想いを寄せな

がら鑑賞しました。

富山大学での難民映画祭パートナーズ上映会は今回が初の開催となり、学

生に加えて一般の方にも多くご参加いただきました。参加者からは「難民問

題を身近にとらえるきっかけになった」という声が寄せられ、意義ある上映

会となりました。

ネーミングライツ事業

「難民映画祭パートナーズ上映会」in 富山大学

上映作品：『永遠の故郷ウクライナを逃れて』

開催日：2025年6月18日（水）18時30分～20時

会場：富山大学五福キャンパス 金森産業ホール

主催：地域連携推進機構 地域連携戦略室
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当日の上映開始時点の様子 受付の様子

広報ツール（フライヤー） 企画・当日司会者



神田外語大学ボランティアセンターは、6/20（金）に7号館２階クリスタル

ホールにて『学校をつくる、難民の挑戦』の上映会を主催し、学生･教職員

102名、一般４名の計106名が来場しました。本編上映前には、短編映画

「リスト：彼らが手にしていたもの」を上映したほか、グローバル・リベ

ラルアーツ学部准教授の高橋麻奈先生から、インドネシアのチサルアとい

う場所、アフガニスタンのハザラ民族のことなど、作品の背景についてご

解説いただきました。映画上映後はサヘル・ローズさん（タレント・俳

優）にオンラインゲストとしてご登壇いただきました。参加者はサヘルさ

んからのメッセージ及び質疑応答を通して、グローバル社会で何が起きて

いるのかを改めて考え、自分事として捉えることの重要性を再認識するこ

とができました。上映会後は、「当たり前の教育を当たり前に受けられな

い難民の存在を知り、今の自分の環境に感謝し、1日1日を大切にしようと

思った」「サヘルさんが仰った『傍観者がいつの間にか加担者になってし

まう』という言葉がとても心に刺さった」という声が聞かれました。

世界難民の日映画上映会『学校をつくる、難民の挑戦』

UNHCR難民映画祭パートナーズ－神田外語大学

上映作品：『学校をつくる、難民の挑戦』

開催日：2025/6/20（金） 10:40～13:00

会場：神田外語大学7号館2階クリスタルホール

主催：神田外語大学ボランティアセンター

共催：神田外語大学グローバルコミュニケーション研究所
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続々と会場のクリスタルホールに
集まる参加者の皆さん

高橋先生による、チサルア、ハザ
ラ民族などについての解説

満員の会場で映画に真剣に見入る
参加者の皆さん

イラン出身のアキバリ先生による
サヘル・ローズさん紹介

学生達に向けてメッセージを伝え
るサヘル・ローズさん

背面WEBカメラの方を向きながら
サヘルさんに質問をする学生



上智大学では、2025年6月20日（金）に四谷キャンパス6号館101教室にて、

ミニレクチャーと『ビバ・マエストロ！指揮者ドゥダメルの挑戦』の上映会

を行いました。企画・運営は、国際協力人材育成センターを主体としました。

当日は学内関係者の他、高校生や大学生、一般の方など総じて134名の来場

者をお迎えすることが出来ました。

当日はゲストとして坂口安紀様（アジア経済研究所）をお招きして、上演前

に「ベネズエラの苦悩、ドゥダメルの苦悩」という題でご講演いただき、本

映画と関連して、政治経済的な視点から、ベネズエラ情勢について避難民・

移民の流れや経済状況、子どもたちの教育（音楽教育）などについて国内外

の情勢を踏まえ、お話いただきました。

また、上映後の来場者のアンケートでは「とても満足」と「満足」がほとん

どでした。来場者からの感想では「音楽を通してベネズエラについて知る良

い機会であった」、「困難な状況にあっても音楽は世界中の人々を繋ぎ、人

を救うことの出来る力を持つのだと実感した」、「作品を通じてベネズエラ

を知ることができた」など多くの意見が寄せられました。

上智大学国連Weeks実施企画、難民映画祭パートナーズ上映イベント

上映作品：『ビバ・マエストロ！指揮者ドゥダメルの挑戦』

開催日：2025年6月20日（金） 18時30分～20時30分

会場：上智大学 四谷キャンパス 6号館101教室

主催：上智大学

共催：国際協力人材育成センター

上映会の案内掲示

上映会場の様子

坂口様ご登壇の様子
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2025年6月22日、玉川せせらぎホール（玉川区民会館）にて、「難民映画祭

パートナーズ上映会2025」を開催しました。

世田谷区では今回が3回目の開催となります。

当日は200名を超える方に参加していただき、ベネズエラ出身の指揮者グス

ターボ・ドゥダメルが、政治や経済の混乱の中で母国の若者たちとともに音

楽を続ける道を模索する姿を描いたドキュメンタリー作品『ビバ・マエスト

ロ！ 指揮者ドゥダメルの挑戦』（監督：テッド・ブラウン）を上映しました。

上映に先立ち、UNHCR次期日本代表・柏富美子様と、UNHCRの支援を受け

て日本の大学院で学ぶウクライナ出身のローザさんによるスピーチも行われ

ました。

参加者の皆さまからは、「映画の内容が素晴らしかった」「音楽や映像を通

して希望を感じた」「難民の現状をリアルに知ることができた」など、多く

の肯定的なご感想をいただきました。UNHCRによる講演や、ウクライナから

の留学生のスピーチにも深く心を動かされたとの声があり、映画と講演を組

み合わせた今回のプログラム構成は大変好評でした。

ご来場くださった皆さまに、心より感謝申し上げます。

難民映画祭パートナーズ上映会2025（世田谷区）

上映作品：『ビバ・マエストロ！指揮者ドゥダメルの挑戦』

開催日：2025年6月22日（日） 14時～16時30分

会場：玉川せせらぎホール（玉川区民会館）

主催：公益財団法人せたがや文化財団・世田谷区（共催）
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会場内 講演・スピーチ

受付・ホワイエ 募金ブース



名城大学外国語学部は、6月26日（木）、名城大学ナゴヤドーム前キャン

パスにて『難民アスリート、逆境からの挑戦』の上映会を開催しました。企

画・運営を担ったのは、宮下大夢准教授のゼミに所属する12名の学生たち

です。当日は、上演前にゼミ生による開会挨拶、「世界の難民と日本」につ

いての発表、そして映画のあらすじ紹介が行われました。閉会挨拶では、宮

下准教授から、「世界の絶望を伝える前に、希望を伝えよう」という思いの

もと、ゼミ生たちが本作品を選んだ経緯が語られ、あわせて世界の難民・避

難民を支えるための募金活動への協力が呼びかけられました。

上映会には、学生・一般の参加者を合わせて計47名が来場しました。参

加者からは「難民の現状と、希望を知ることができて、興味深かった」「環

境のせいにしないで、諦めずに頑張っていた姿に勇気をもらった」「映画を

通して、社会問題を知っていくのは僕達でも容易に理解できるのでとても良

い方法だと思いました」といった声が寄せられました。本イベントは、逆境

にあっても挑戦し続けることの大切さや、世界の難民と日本の関係について

の理解を深める貴重な機会になったと思います。

名城大学難民映画祭パートナーズ上映会2025

上映作品：『難民アスリート、逆境からの挑戦』

開催日：2025年6月26日（木） 16時40分～19時00分

会場：名城大学ナゴヤドーム前キャンパス DS101教室

主催：名城大学外国語学部・宮下ゼミ企画

運営メンバー（右下）
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学生による上映前講演（左右上、左下）



文京区は、6月30日（月）に難民映画祭パートナーズ上映会2025にて『永遠

の故郷ウクライナを逃れて』『ピース・バイ・チョコレート』の二作品の

上映会を行いました。また、第一部の長編上映前には『リスト：彼らが手

にしていたもの』の上映も行いました。

上映会には、第一部88名、第二部73名の合計161名の方にご来場いただきま

した。ロビーでは写真パネルの展示ブースを設け、来場者の多くの方々に

ご覧いただきました。

来場者からは「戦争の悲惨さを再認識できた」や「難民の苦難を知ること

ができるいい機会だった」といった声が聞かれました。

難民映画祭パートナーズ上映会2025

上映作品：『永遠の故郷ウクライナを逃れて』

『ピース・バイ・チョコレート』

『リスト：彼らが手にしていたもの』

開催日：2025年6月30日（月） 14時～20時10分

会場：文京シビックホール 小ホール

主催：文京区
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会場の様子 ロビーの様子

写真パネルの展示



2025年7月29日（火）、難民映画祭を開催し、映画『ピース・バイ・チョコ

レート』を上映しました。シリア内戦で難民となった一家がカナダで暮らし

を立て直し、家業のチョコレートを通じて再出発する“実話ベースの再建の物

語”です。上映後は、一般社団法人Welcome Japan代表理事の金 辰泰（キム・

ジンテ）氏と、CRCP難民アドバイザリーメンバーのスザン氏がパネルディス

カッションを実施。新天地で生活を築く困難や、ビジネスを通じた共生の可

能性が語られました。当日は33名が来場し、普段は難民問題に関わることの

少ない参加者も多く、さまざまな角度から関心の高い質問が活発に交わされ

ました。終了後の懇親会では、登壇者・参加者間での交流が進み、学びを具

体的な対話へとつなげる機会となりました。

難民問題を知り、共創を考える〜世界と共創する未来〜

難民の働きがいが事業成長に繋がる日

上映作品：『ピース・バイ・チョコレート』

開催日：2025年7月29日（火） 17時30分～20時00分

会場：Inspired.Lab

主催：イグローバルンパクト ソーシングコンソーシアム(GISC)(一般社団法人
WelcomeJapan内組織)

協力： Inspired.Lab
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フライヤー

参加者集合写真 パネルディスカッションの様子



成蹊学園サステナビリティ教育研究センターでは、8月7日(木)に成

蹊大学4号館にて『戦火のランナー』の上映会を行いました。企

画・運営にあたったのは、成蹊中学・高等学校、成蹊大学、東洋女

子高等学校の生徒・学生たちです。上映後は、運営メンバーによる

トークセッションを行い、映画の感想や各校の日頃の活動紹介、今

後の課題について意見交換を行いました。上映会には89名の来場が

あり、参加者からは「色んなことに無関心ではいけないと思った」

や「日本国内の難民問題、仮放免者や被収容者についても広く情報

提供し、在留資格を得られるよう支援していきたい」「学生のみな

さんの、意識を持とうとする姿勢や、知るべきことを知り、できる

ことをしようとするあり方に、心打たれました」といった声が聞か

れました。

難民映画祭パートナーズ上映会『戦火のランナー』＆ユネスコスクール交流会

上映作品：『戦火のランナー』

開催日：2025年8月7日（木） 10時～12時

会場：成蹊大学4号館

主催：成蹊学園サステナビリティ教育研究センター
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トークセッションの様子



あいち国際女性映画祭は、9月12日（金）にウィルあいちにて『永遠の

故郷ウクライナを逃れて』の上映会を行いました。企画・運営にあたっ

たのは、公益財団法人あいち男女共同参画財団です。当日はゲストとし

て羽田野真帆さん（名古屋難民支援室理事・事務局長）、川口プリス・

リュドミラさん(日本ウクライナ文化協会理事長)、サムソノバ・テチア

ナさん(名古屋市観光文化交流局国際交流課)、片岡典子さん(中日新聞編

集局社会部)をお招きして、上演後に「ウクライナからの声:避難民とと

もに歩む日本」と題したシンポジウムを開催し、質疑応答を通じてウク

ライナ避難民たちへの支援の在り方を考えることができました。上映会

に122名の来場があり、参加者からは「素晴らしいドキュメンタリー

だった」や「ウクライナ避難民の実情が知れてよかった」といった声が

聞かれました。

あいち国際女性映画祭

上映作品：『永遠の故郷ウクライナを逃れて』

開催日：2025年9月12日（金） 16時10分～17時40分

会場：ウィルあいち

主催：公益財団法人あいち男女共同参画財団

開催の様子がわかる写真
会場内、受付、運営メンバーなど。
キャプションもつけてください。

開催の様子がわかる写真
会場内、受付、運営メンバーなど。
キャプションもつけてください。

開催の様子がわかる写真
会場内、受付、運営メンバーなど。
キャプションもつけてください。
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【実施概要】

創価大学では10 月 12日（日）に本学中央教育棟AC631教室、10月17日(金)

に同ディスカバリーホールにて映画『グレート・グリーン・ウォール』の上映

会を開催しました。本上映会は、国連アカデミック・インパクトへの参画を機

に発足した学生団体「ASPIRE SOKA」との共催で2018年より毎年開催してお

り、今回で8回目となります。

上映会では、ASPIRE SOKAの鈴木陽子さん（法学部4年）の挨拶に続き、マ

リ共和国出身の世界的な女性ミュージシャン、インナ・モジャが音楽で人々を

つなぎ、人類史上最大規模の植林プロジェクトの実現へ向けて挑戦する音楽ド

キュメンタリー『グレート・グリーン・ウォール』を鑑賞。

18日(金)の上映前には、パン・アフリカン友好会によるオープニングアクト、

上映後にはASPIRE SOKAによる本作品に関するプレゼンテーションが行われ

ました。

上映会には、学内外よりあわせて約80名の来場がありました。

■難民映画祭パートナーズ
『グレート･グリーン･ウォール』上映会

上映作品： 『グレート･グリーン･ウォール』
開催日：
【第1回】2025年10月12日（日）15時00分～17時00分頃（創大祭一般公開1日目）
【第2回】2025年10月17日（金）17時00分～19時00分頃
会場：
【第1回】中央教育棟6F AC631教室
【第2回】中央教育棟B1F ディスカバリーホール

主催：創価大学（共催： ASPIRE SOKA／創価大学パン・アフリカン友好会）
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フライヤー

10/12の上映中の様子

パン・アフリカン友好会によるパフォーマンス

10/17の上映会運営メンバー

10/13の上映会運営メンバー

【ウェブサイト】
本学HPに掲載した上映会のご案内はこちら

【メディア掲載】
・東京新聞16面「インフォメーション」(10/9)

https://www.soka.ac.jp/events/2025/09/1013_18/


瀬戸内市は、10月19日（日）にゆめトピア長船にて『学校をつくる、

難民の挑戦』の上映会と国連UNHCR協会の芳島昭一氏による講演会

を開催しました。難民をテーマにした講演会は初めて企画しました。

イベントには36名の来場があり、参加者からは「難民の人の笑顔、生

きる力、教育の大切さを知った。」「難民と移民との違いにハッとし

た。今まで混同していたかもしれない。」「迫害から逃れてきた難民

の人たちは本来守られる対象なのに、危険視されている実情に胸が苦

しくなった。」などの感想が寄せられ、多くの方にとって難民問題に

ついて深く考えるきっかけとなりました。

難民映画上映会＆講演会 瀬戸内市

上映作品：『学校をつくる、難民の挑戦』

開催日：2025年10月19日（日） 10時～12時05分

会場：ゆめトピア長船 2階 夢いっぱいホール

主催：瀬戸内市

チラシ 広報ツール
（フライヤー、ウェブサ

イトなど）

受付、運営メンバーなど。
キャプションもつけてください。

会場の様子

開催の様子がわかる写真
会場内、受付、運営メンバーなど。
キャプションもつけてください。

映画上映中

開催の様子がわかる写真
会場内、受付、運営メンバーなど。
キャプションもつけてください。

講演会
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大丸有SDGs映画祭のクロージングとして、10月23日（木）に、丸ビルホー

ルにて、映画『難民アスリート、逆境からの挑戦』を上映しました。上映後

には、元陸上選手でオリンピック出場経験がある為末大さんと、難民支援活

動にも尽力しているサヘル・ローズさんにトークをしていただきました。

当日は146名の来場があり、参加者からは、「普段はあまり考えることのな

い難民問題について思いを巡らすいい機会になった」「”難民だから”ではな

く、選手として息を呑んで応援して、一喜一憂、涙している自分がいまし

た」「東京五輪にこんな裏の話があったなんて。もっと関心を持っていきた

いと思いました」などの声が聞かれました。

大丸有SDGs映画祭2025

上映作品：『難民アスリート、逆境からの挑戦』

開催日：2025年10月23日（木） 18時30分～21時

会場：丸ビルホール

主催：大丸有SDGs ACT5

協力：東京高速道路株式会社、ユナイテッドピープル株式会社
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静岡県立大学は、10月25日（土）に静岡市地域福祉共生センター「みな

くる」にて『難民アスリート、逆境からの挑戦』の上映会を行いました。

企画・運営にあたったのは、静岡県立大学大学院国際関係学研究科附属グ

ローバル・スタディーズセンターです。

当日は、村橋勲研究員（静岡県立大学国際関係学部助教）が、上演後に

「難民アスリート」と題したトークを行い、難民オリンピック選手団の背

景について解説を行いました。また、参加者は質疑応答を通してオリン

ピックに出場する難民について共感を深めることができました。

上映会には教員2名、一般の方12名の計14名の来場があり、参加者からは

「難民にもさまざまなバックグランドがあり、考えさせられた」や「オリ

ンピック難民選手団のことを知らなかったが、映画をとおして選手の背景

などを知ることができた」といった声が聞かれました。

令和7年度映画で知ろう！移民・難民Ⅵ

上映作品：『難民アスリート、逆境からの挑戦』

開催日：2025年10月25日（土） 9時30分～12時00分

会場：静岡市地域福祉共生センター「みなくる」

主催：静岡県立大学大学院国際関係学研究科附属グローバル・スタディーズセンター

（CEGLOS）

協力：静岡市地域福祉共生センター「みなくる」

上映された会場内の様子 上映後の講演の様子
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静岡県立大学のHPイベントのチラシ



札幌市と国連UNHCR協会は、映画「ピース・バイ・チョコレート」の上

映会を行いました。映画を通じて、世界で起こっている難民問題につい

て理解を深めてもらう事を目的とし、毎年映画上映会を行っています。

当日は、122名の市民の方にご参加いただきました。上映後には、国連難

民高等弁務官事務所（UNHCR）のウクライナ事務所代表補の土岐日名子

氏（札幌市出身）にオンラインでご登壇頂き、長年支援の最前線で活動

されてきたご経験や難民の人々とのエピソードなどお話頂きました。

また、UNHCRへの支援活動を継続的に行っている、SITバンド（札幌国

際情報高校吹奏楽部）の部員の皆さんにもご登壇頂き、普段行っている

支援活動についてお話頂きました。最後にはSITバンドのミニライブにて

「ダンス＆プレイ」の素晴らしいパフォーマンスを見せて頂きました。

難民問題はどこか遠い国の話と思われがちですが、札幌にゆかりのある

二組のお話を聞く事で、より身近な話として考えてるきっかけになった

のではないかと思います。

難民映画祭パートナーズ札幌市

『ピース・バイ・チョコレート』上映会

上映作品：『ピース・バイ・チョコレート』

開催日：2025年11月23日（日） 13時30分～16時30分

会場：北洋大通センター４Fセミナーホール

主催：札幌市、特定非営利活動法人 国連UNHCR協会

協力：北洋銀行

協賛：株式会社中山組、日本食品製造合資会社、株式会社 富士メガネ
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報告

一般社団法人Robo Co-op・一般社団法人島前ふるさと魅力化財団・海士

町の三者の主催にて、2025年11月23日（日）、海士町役場の島民ホール

にて『ピース・バイ・チョコレート』『難民アスリート、逆境からの挑

戦』の日本の映画の上映会を行いました。主に企画・運営にあたったのは、

Robo Co-opのスタッフと、海士町の制度「大人の島留学」で海士町に滞

在している20代の若者たちです。当日はゲストとして、Robo Co-opのス

タッフで自身もシリアの難民であるスーザンさん、ロヒンギャ難民のリア

ンさん、UNHCRの葛西さんをお招きし、上演前に「UNHCRとはどういう

組織で、そもそも難民とはどういう人たちなのか」という背景と、スーザ

ンさん、リアンさんのお二人のご経験を伺うトークセッションを行いまし

た。さらに同時期に、ロヒンギャ料理の料理教室と、Robo Co-opの代表

キム・ジンテさんを講師とするAIを活用したアプリ開発教室を平行開催し

ました。上映会には午前の部、午後の部合わせて30名程度の来場があり、

参加者からは「（ピース・バイ・チョコレートを見て）難民として、よそ

者としてコミュニティに入っていくときの困難はどういった境遇でも同じ

ように難しいのだと感じた」といった声が聞かれました。

海士町国際交流祭2025

上映作品：

開催日：2025年11月23日（日） 11時～11時30分／15時半～17時

会場：海士町役場島民ホール（島根県隠岐郡海士町）

主催：（一社）Robo Co-op・（一財）島前ふるさと魅力化財団・海士町
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当日のタイムテーブル 上映中の様子

同日に行われた料理教室の様子 Robo Co-opのみなさん



上ケ原キャンパス G101 会場での上映前の様子

関西学院大学難民映画フェスティバル

上映作品：『永遠の故郷ウクライナを逃れて』

開 催：2025 年 11 月 28 日（金）13:20～15:00 上ケ原キャンパス

G101 55 人

2025 年 12 月 5 日（金）15:20～17:00 神戸三田キャン
パス

Ⅱ102 102 人

主 催：関西学院大学 人権教育研究室

関西学院大学では、毎年、難民映画パートナーズとして、「関西学院大学難民映画フェ

スティバル」を開催しています。2025 年は、『永遠の故郷ウクライナを逃れて』を上映

しました。上ケ原キャンパスと神戸三田キャンパスでそれぞれ 1 回ずつ上映し、上ケ原

キャンパス 55 人、神戸三田キャンパス 102 人、計 157 名が鑑賞しました。

上映後のアンケートへの回答では、次のような感想が寄せられました。

「ニュースなどで見るよりも緊迫感や実際の空気感のようなものを感じました。テレビ

などで見るのではここまでリアルな空気を感じることは難し

いので、とても良い機会だと感じました。」「戦車やボロボロになった自動車や建物を

見て、本当に“戦争”であることを改めて感じたし、その戦時下、今もなお彼らの日常が

あることを忘れてはいけないと思った。」「授業で習ったことを映像で、人々が実際に

体験しているところを見て、“本当に誰かに起こっていることなのだ”と実感することが

できたし、生まれる国が違えば、自分にも起こり得たことなのだと他人事から自分ごと

として捉えることができるきっかけとなりました。」

上映チラシ
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明星大学では、12月5日（土）に32号館108教室にて『希望と不安のはざま

で』の上映会を行いました。企画・運営にあたったのは、人文学部国際コ

ミュニケーション学科の「映像翻訳」の学生たちです。当日はゲストとして

NPO法人Stand with Syria Japan監事の山崎やよい様をお招きして、上演後

に「「希望と不安」ではシリアは語れない」と題したトークをお願いし、本

映画でのシリアの難民たちの背景や現状についてについて解説をしていただ

きました。また、参加者は質疑応答を通してシリアについて共感を深めるこ

とができました。上映会には学生20名、一般の方30名の計50名の来場があり、

参加者からは「最初の学生さんたちの導入から、映画、最後の山崎さんのお

話で、シリアのことをとても深く知ることができました。翻訳もとても上手

で、すごくわかりやすかったです。」や「現在、難民・戦争・紛争から全く

縁のないところにいるので、現在もなお、リアルな実情を知ってなんとも言

えない気持ちになりました。」といった声が聞かれました。

明星大学難民映画祭パートナーズ上映会

上映作品：『希望と不安のはざまで』

開催日：2025年12月5日（土） 13時～15時

会場：明星大学32号館108教室

主催：国際コミュニケーション学科 「映像翻訳」

開催の様子がわかる写真
会場内、受付、運営メンバーなど。
キャプションもつけてください。

司会・進行も全て学生が中心となって運営 難民映画祭についての学生発表

開催の様子がわ

上映作品についての学生発表 ゲストトーク 27



市邨高等学校ユネスコ平和教育推進部は、12月11日（水）、本校校内にて難民

映画祭を実施し、難民をテーマとした映画上映会を行いました。本事業は、世界

各地で続く戦争や紛争、貧困により故郷を追われた人々の現状を学び、難民問題

を自分事として捉えることを目的に企画したものです。上映前には、ユネスコ憲

章の理念や国連による難民支援の取り組みについて解説を行い、背景理解を深め

た上で鑑賞しました。上映後は感想共有や対話の時間を設け、生徒一人ひとりが

感じた思いや問いを言葉に対談会を実施しました。当日は市邨高校生50名、教職

員・関係者6名の計56名が参加し、「難民の現実具体的に知れた」「自分にでき

る行動を考えたい」「ユネスコの理念がより大事になっている」といった声が多

く聞かれました。市邨高校の支援先カンボジア貧困地域の幼稚園は、本日時点で

渡航中止区域継続中、昨年遊具贈呈先の貧困小学校の卒業生は先日のF16爆撃機

で死亡しました。また、パレスチナは、暴力と脅迫を行う入植者によって、人権

が侵害され国際法違反が続いており、国連はジェノサイドと認定。私たち教員は

プロボノとして、未来を担う学生と共に専門家や映画から世界を学び、平和な社

会に向けて探究し、平和に貢献していかなければりません。

高校生によるSDGs グローバル対談

上映作品：『ピースバイチョコレート』

開催日：2025年12月11日(金)13時～17時

会場：名古屋経済大学 名駅キャンパス

主催：市邨学園名古屋経済大学市邨高等学校

協力： 日本旅行

後援： 愛知県、名古屋市、JICA
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開始前のショートムービー『リスト：彼らが手にしていたもの』の上映

も含め、映画祭は滞りなく進行されました。参加者は24名でした。

映画祭は学生の司会進行のもと行われました。映画上映後、条約難民の

方をお迎えし、日本で難民として暮らすことになった経緯や現在の生活

についてお話を伺いました。その後行われた質疑応答では「日本の市民

たちに求めることは何か」、「日本を渡航先へ選んだのはなぜか」など

さまざまな質問が寄せられました。時間の制約もあり、質問自体は数名

にとどまりましたが、インタラクティブな催しとなりました。

学生が作成した補助資料も参加者の映画理解を助けました。ちらし・補

助資料・司会原稿の作成、当日の案内動線をはじめ、学生の自発的な動

きのもと円滑で充実した催しとなりました。

UNHCR難民映画祭パートナーズ-明治学院大学

上映作品：『難民アスリート、逆境からの挑戦』

開催日：2025年12月13日（土） 13時30分～16時

会場：明治学院大学白金キャンパス2号館2401教室

主催：明治学院大学
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全体の様子 難民研究フォーラム筒井さんによる解説

条約難民ティン・ウィンさんによるトーク筒井さんと司会を担当した学生



12月17日(水)に東洋学園大学1号館にて『グレート･グレート･ウォール』の上映会
を行いました。企画･運営にあたったのは、東洋学園大学グローバルコミュニ
ケーション学部グローバルコミュニケーション学科3年川口ゼミの7名の学生お
よび井上先生の2年ゼミの有志の方々です。

私たちは、この映画の上映会を「歌でつなぐ命と緑8000km！」と題し、学内外
での広報を行いました。また、川口ゼミのメンバーで、クイズを交えながら、サ
ヘル地域の環境破壊やテロなど複合危機の現状や海外へ移民せざるを得ない若者
の現状などを説明した後、映画を視聴しました。また井上ゼミのTICAD９での活
動についても報告しました。

外部からの参加者も合わせおよそ55名が参加しましたが、参加者達は、背景説
明やクイズ、映画の視聴を通じてサヘル地域の複雑に絡み合う現状について理解
を深め、遠いアフリカサヘル地域の若者達が置かれた現状に共感を深めることが
できました。

最後に国連UNHCR協会への募金のお願いもしました。｢普段募金はしているものの、
具体的にサヘル地域の内容を知ったのは初めてで理解が深まった。｣などという
声が聞かれました。難民支援を目的とした募金にご協力いただき、3000円が集
まりました。

今回の映画上映会の企画・実施を通じて、遠いアフリカ・サヘル地域の現状を理
解するだけでなく、私たちに何ができるのかを考え行動することができました。

映画『グレート･グリーン･ウォール』上映会

〜歌でつなぐ命と緑8000km！ 〜

上映日:2025年12月17日 15:15~17:30

会場:東洋学園大学

主催:東洋学園大学川口ゼミ３年

協力：東洋学園大学特別研究費

開催の様子がわかる写真
会場内、受付、運営メンバーなど。
キャプションもつけてください。
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受付の様子（上）・会場の様子（下）

広報で使用したフライヤー（下）



2025年12月19日（金）に愛知学院大学日進キャンパス3107教室にて『学

校をつくる、難民の挑戦』の上映会を行いました。企画・運営にあたっ

たのは、愛知学院大学文学部英語英米文化学科大澤准教授、ヴィック・

サリ外国人教師、および大澤ゼミ生（14名）です。当日は、サリ先生

（ウガンダ出身）による世界の難民情勢に関する解説を実施し、難民が

おかれている状況について参加者間で共有することができました。

上映会には学生、教職員、一般の方など、約100名の来場があり、参加者

からは、「困難な環境にありながら教育機会を維持しようとする難民の

方々の姿勢に心を打たれた」や「今の自分にできることを考えたい」と

の声を聞くことができました。

次年度も継続してこのような上映会を実施できればと考えています。

愛知学院大学難民映画祭パートナーズ上映会

上映作品：『学校をつくる、難民の挑戦』

開催日：2025年12月19日（金） ９時30分～11時

会場： 愛知学院大学日進キャンパス 3107教室

主催： 愛知学院大学文学部英語英米文化学科

協賛： 愛知学院大学同窓会けやき会

。 開催の様子がわかる写真
会場内、受付、運営メンバーなど。
キャプションもつけてください。

開催の様子がわかる写真
会場内、受付、運営メンバーなど。
キャプションもつけてください。
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ポスター・チラシ

会場の様子

案内の様子

ヴィック・サリ外国人教師による講演

上映時の様子



愛知大学は、12月20日（土）に名古屋キャンパス講義棟307号室にて

『難民アスリート、逆境からの挑戦』の上映会を行いました。企画・運

営にあたったのは、愛知大学国際コミュニケーション学部永田ゼミの17

名の学生たちです。当日はゼミ生3人による映画紹介を行い、本映画での

中東・アフリカの難民たちの背景について解説をしました。また、上映

後には本ゼミの担当教員(永田道弘愛知大学教授)が「映画、スポーツあ

るいは政治」の題で講演を行い、オリンピックを題材として映画を撮る

ことが孕む問題性について理解を深めるとともに、そこに難民アスリー

トの視線を誘導することで、新たな展開が可能になることを学びました。

上映会には学生49名、一般の方2名の計51名の来場があり、参加者からは

「難民問題をスポーツという視点から考える貴重な機会になった」や

「困難な状況でも挑戦し続ける姿に勇気をもらった」といった声が聞か

れました。

難民映画祭パートナーズ愛知大学上映会：

スクリーンを超えて―難民と共に走る

上映作品：『難民アスリート、逆境からの挑戦』

開催日：2025年12月20日（土） 13時～16時

会場：愛知大学名古屋キャンパス講義棟307号室

主催：愛知大学国際コミュニケーション学部
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受付風景。

ゼミ生全員で、長い時間をかけて準備してきました。
映画をより良く理解するための映画紹介に
も力を入れました。

当日は50人の方が来場してくださいました。


